
政

令

激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

平
成
二
十
四
年
六
月
八

日
か
ら
七
月
二
十
三
日

ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び

暴
風
雨
に
よ
る
災
害

法
第
五
条
、
第
六
条
及

び
第
二
十
四
条
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
に
規

定
す
る
措
置
並
び
に
熊

本
県
阿
蘇
市
の
区
域
に

係
る
激
甚
災
害
に
あ
っ

て
は
、
法
第
十
二
条
及

び
第
十
三
条
に
規
定
す

る
措
置

備
考一

上
欄
の
豪
雨
と
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
も

の
を
い
う
。

二

上
欄
の
暴
風
雨
と
は
、
平
成
二
十
四
年
台

風
第
四
号
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

省

令

平成™›年Ÿ月š日 金曜日 第œŸœ�号官 報
２

認
定
研
究
開
発
事
業
者
又
は
認
定
統
括
事
業
者
の
取

締
役
、
執
行
役
又
は
使
用
人
で
あ
る
個
人
が
、
外
国
法

人
（
当
該
認
定
研
究
開
発
事
業
者
又
は
認
定
統
括
事
業

者
を
当
該
外
国
法
人
の
子
会
社
等
（
当
該
外
国
法
人
が

そ
の
総
株
主
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
そ
の
他
の
当
該
外
国
法
人
と
密
接
な
関
係
を
有
す

る
国
内
の
会
社
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
会
社
を
い

う
。）と
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）か
ら
与
え
ら
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
当

該
外
国
法
人
の
株
式
の
取
得
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当

該
株
式
の
取
得
に
係
る
経
済
的
利
益
に
つ
い
て
は
、
租

税
特
別
措
置
法
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
課
税
の
特

例
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

雑
則

（
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
）

第
十
二
条

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
独
立
行
政
法
人
日

本
貿
易
振
興
機
構
は
、
特
定
多
国
籍
企
業
に
よ
る
研
究

開
発
事
業
及
び
統
括
事
業
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
研

究
開
発
事
業
及
び
統
括
事
業
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の

事
業
環
境
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
指
導
及
び
助
言
）

第
十
三
条

国
は
、
認
定
研
究
開
発
事
業
者
又
は
認
定
統

括
事
業
者
に
対
し
、
当
該
認
定
研
究
開
発
事
業
計
画
又

は
認
定
統
括
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
研
究
開
発

事
業
又
は
統
括
事
業
の
適
確
な
実
施
に
必
要
な
指
導
及

び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
十
四
条

主
務
大
臣
は
、
認
定
研
究
開
発
事
業
者
に
対

し
、
当
該
認
定
研
究
開
発
事
業
計
画
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
認
定
統
括
事
業
者
に
対
し
、
当
該
認

定
統
括
事
業
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
十
五
条

第
三
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お

け
る
主
務
大
臣
は
、
経
済
産
業
大
臣
、
研
究
開
発
事
業

の
成
果
が
直
接
利
用
さ
れ
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及

び
統
括
事
業
に
係
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
と
す
る
。

２

第
四
条
第
一
項
、
同
条
第
三
項
（
第
五
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
及
び
前
条
第
一
項
に
お
け
る
主
務
大
臣

は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
研
究
開
発
事
業
の
成
果
が
直

接
利
用
さ
れ
る
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
と
す
る
。

３

第
六
条
第
一
項
、
同
条
第
三
項
（
第
七
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
及
び
前
条
第
二
項
に
お
け
る
主
務
大
臣

は
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
統
括
事
業
に
係
る
事
業
を
所

管
す
る
大
臣
と
す
る
。

４

第
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項

並
び
に
第
十
一
条
第
二
項
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
第

一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
共
同
で
発
す
る
命
令
と

し
、
第
二
条
第
三
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
第
二

号
並
び
に
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
条

第
一
項
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る

主
務
大
臣
の
共
同
で
発
す
る
命
令
と
し
、
第
二
条
第
四

項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
三
項

第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
七
条
第
一
項
に
お
け
る

主
務
省
令
は
、
前
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
共
同
で

発
す
る
命
令
と
す
る
。

第
四
章

罰
則

第
十
六
条

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又

は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

２

法
人
の
代
表
者
、
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業

者
が
、
そ
の
法
人
の
業
務
に
関
し
、
前
項
の
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人

に
対
し
て
も
、
同
項
の
刑
を
科
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

財
務
大
臣

安
住

淳

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

環
境
大
臣

細
野

志

平
成
二
十
四
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
号

平
成
二
十
四
年
六
月
八
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま

で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い

て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き

措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指

定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
二
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二

条
第
十
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
二
条
第
十
四

項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に

規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物

及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等

の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び

同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定

め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
三
十
五
号
を
削
り
、
第
三
十
六
号
を
第
三

十
五
号
と
し
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
四
十
一
号
を
削
り
、
第
四
十
二
号
を

第
四
十
号
と
し
、
第
四
十
三
号
か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
を

二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
五
十
四
号
を
削
り
、
第
五
十
五

号
を
第
五
十
二
号
と
し
、
第
五
十
六
号
か
ら
第
六
十
号
ま

で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
六
十
一
号
を
削
り
、
第
六

十
二
号
を
第
五
十
八
号
と
し
、
第
六
十
三
号
か
ら
第
七
十

八
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
二
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
三
日

防
衛
大
臣

森
本

敏

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
第
二
の
二
号
中
「
骨
髄
液
の
」
を

「
骨
髄
若
し
く
は
末
梢し
よ
う

血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
の
末
梢

血
幹
細
胞
の
」
に
、「
又
は
骨
髄
移
植
の
た
め
」
を「
又
は
」

に
、「
骨
髄
液
を
」
を
「
、
骨
髄
移
植
の
た
め
骨
髄
若
し
く

は
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
末
梢
血
幹
細
胞
を
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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